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を実施しましたみんなで語ろ会
かた

かい

柏原小学校PTA
 主な意見・要望 
・相撲大会の前に練習を行いたい
・親子会に町から補助をしてほしい
・駅伝大会のチーム編成の仕方を見直してほしい

 町当局の説明 　
・�練習場所や土俵の利用方法について、PTAなどの関係者と協議し、実施の可否を検討する。

・�現在、各子ども会への補助は行っていない。補助を希望する事業があれば、内容を確認した
うえで相談に応じる。

・�駅伝大会は現在８地区編成で実施しており、チーム編成については毎年協議している。スポー
ツ推進委員から意見があれば、再編成も含めて検討する。

民生委員協議会
 主な意見・要望 
・買い物弱者対策をしてほしい

 町当局の説明 　
・�本年10月からデマンド型乗合タクシーの実証運行を開始できるよう準備をすすめており、実
証運行を通じて利用状況や課題を検証し、町に適した持続可能な交通体系の構築を目指して
いる。
　�また、現在の交通弱者支援として、柏原地区における廃止バス路線の代替タクシー運行や、
買い物支援をにこにこ館で実施している。社会福祉協議会でもドライブサロンという名称で
買い物支援がなされている。

遺族会
 主な意見・要望 
・平和教育として戦争体験を語り継ぎたい

 町当局の説明 　
・�戦争の悲惨さや平和の尊さを後世へ継承していくことは大変重要である。実際の体験談に触
れることは貴重な機会であり、平和教育の推進に大きな意義がある。学校教育や社会教育に
おいて関係機関や地域の皆さんと連携を図りながら平和学習や語り部活動についても研究
し、平和行政の推進に努めていきたい。
　また、柏原小学校では土曜授業において東串良町遺族会による講演会を計画している。
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町内の

各種団体
の

方々 と みんなで
　５月19日、「各種団体の課題について語り
ましょう」をテーマに各種団体と議会との意
見交換会を実施しました。
　当日は、町内の各種団体から代表者が参加
し、日頃の活動の中で感じている課題や要望
について意見が交わされました。

　意見交換会では、後継者不足や人材確保、
財源の確保、施設や整備の維持管理など、共
通する課題が多く挙げられました。これらの
意見に対し、町当局から現状や考え方の説明
を受けました。
　ここでは、意見交換会で出された主な意見
と、それに対する町当局の説明を紹介します。

東串良中学校PTA
 主な意見・要望 
・イベントや奉仕作業等への保護者の参加率が低い

 議会の意見 　
・�ＰＴＡ活動は任意参加であり、役員の負担が大き
くなっている現状がある。学校では参加しやすい日時を設定するなど工夫しているものの、
参加率の向上にはつながっていないとの声があった。保護者だけでなく、地域全体で学校を
支える環境づくりが重要であるとの意見が出された。

池之原小学校PTA
 主な意見・要望 
・プールの補修をしてほしい
　（大プールの亀裂、小プールの塗装、ポンプ不良）
・校庭の管理（清掃等）を年１回行ってほしい
・防犯対策のため、カメラの設置をしてほしい
・�PTA駐車場から裏門に向かう通路に歩道がないため、スクールゾーン指定も検討してほしい
　（※雨の日は、正門から通学すると水はけが悪く靴が濡れてしまうため対策をしてほしい）

 町当局の説明 　
・�令和５年度に補修を実施している。プールについては、水を抜いた際に状況を確認し、必要
に応じて対応を検討する。ポンプは地下水を利用しているため、夏場は水量が少なくなる場
合がある。

・�これまでも地域の協力により管理を行っている。今後の管理方法については、予算面も踏まえ、
町内３校を含めて検討する。

・�防犯カメラは安全確保に効果が期待される一方、運用ルールや費用面などの課題がある。学
校やPTAなどの意見も踏まえ、必要性を判断しながら設置を検討する。

・�通学路は指定せず、学校が安全な通学経路を推奨している。歩道整備については、用地の確
保など課題があるため、関係者と協議しながら整備方法を検討していく。
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６月議会６月議会
臨時会臨時会

予　算予　算

８
名
の

農
業
委
員

決
ま
る

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
８
名
の
農
業

委
員
会
委
員
を
決
め
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
８
年
７
月
20
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

谷
たに

口
ぐち

 憲
けん

三
ぞう
氏

（松原団地）
鶴
つる

丸
まる

 千
ち

尋
ひろ
氏

（大塚原）
松
まつ

留
どめ

 立
たつ

美
み
氏

（上山野）

内
うち

村
むら

 初
はつ

子
こ
氏

（俣瀬東）
木
き

佐
さ

貫
ぬき

 一
かず

孝
たか
氏

（池之原下西）
稲
いな

村
むら

 照
てる

隆
たか
氏

（岩弘上）
大
おお

村
むら

 教
のり

男
お
氏

（大塚原）
吉
よし

ケ
が

﨑
さき

 弘
こう

一
いち
氏

（永峯下）

　令和８年第２回定例会は、６月11日から６月19日までの９日間の会期で開き
ました。
　今定例会では、補正予算４件、単行議案２件、同意８件等を審議しました。
　そのうち、一般会計補正予算（第１号）は、5,700万円追加し、予算の総額は、74億1,300
万円となりました。（審議に対する議員の賛否状況はＰ.6に掲載）
　なお、一般質問には、６人の議員が登壇し、質問しました。（関連記事Ｐ. ７～ 13）

◇
陳
情
３
件
を
採
択

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
負
担
率
の
引
き
上
げ
を

図
る
た
め
の
、
２
０
２
７

年
度
政
府
予
算
に
係
る
意

見
書
採
択
の
陳
情

陳
情
者
代
表	

小
蓬
原　
昭
雄

審
査
報
告	

子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
学
び
の
実
現
に
は
、
自
治

体
間
の
教
育
格
差
が
生
じ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
国
が
財
源
保
障
し
、

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持

向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

審
議
結
果	

全
会
一
致
で
採
択

豊
か
な
学
び
の
実
現
・

教
職
員
定
数
改
善
を
は

か
る
た
め
の
、
２
０
２
７

年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
の
陳
情

陳
情
者
代
表	

小
蓬
原　
昭
雄

審
査
報
告	

子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
に
行
き
届
い
た
教
育
を
保
障

す
る
た
め
に
は
、
少
人
数
学
級
の

実
現
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
教
員

の
長
時
間
労
働
是
正
の
働
き
方
改

革
を
行
う
上
で
も
加
配
教
員
の
増

な
ど
の
教
職
員
定
数
の
改
善
が
必

要
で
あ
る
。

審
議
結
果	

全
会
一
致
で
採
択

福
祉
施
設
に
対
す
る
物

価
高
騰
対
策
支
援
の
実

施
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
者
代
表	

社
会
福
祉
法
人

福
寿
会　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ル
ー
ピ
ン
の
里　

理
事
長　

福
留　

利
郎

審
査
報
告	

福
祉
施
設
で
は
、

入
所
者
・
利
用
者
の
安
全
確
保
や

健
康
維
持
の
た
め
の
物
価
高
騰
に

よ
る
影
響
を
自
助
努
力
の
み
で
吸

収
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
地
域

福
祉
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
あ

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
や
事
業
継

続
の
困
難
化
は
、
地
域
住
民
、
と

り
わ
け
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
々
の
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

審
議
結
果	

全
会
一
致
で
採
択
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◇
意
見
書
２
件
の
提
出
を
決
定

　

意
見
書
と
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
が
国
会
又

は
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て
ま
と
め

た
文
書
で
す
。

義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
に

係
る
意
見
書

提
出
先　
　
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務

大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

主
な
内
容

①�

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維

持
向
上
を
は
か
る
た
め
、
地
方

財
政
を
確
保
し
た
上
で
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割

合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

少
人
数
学
級
・
教
職
員

定
数
の
改
善
に
係
る

意
見
書

提
出
先　
　
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務

大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

主
な
内
容

①�

高
等
学
校
で
の
35
人
学
級
を

早
急
に
実
現
す
る
こ
と
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
学
級
編
成
標
準
の
引

き
下
げ
等
、
少
人
数
学
級
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
。

②�

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時

間
労
働
是
正
を
実
現
す
る
た
め
、

加
配
教
職
員
の
増
員
や
少
数
職

種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定
数

改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

③
複
式
学
級
を
解
消
す
る
こ
と
。

④�

特
別
支
援
学
級
籍
の
子
ど
も
を

交
流
学
級
で
も
在
籍
児
童
生
徒

数
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
。

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
購
入
契
約
決
ま
る

　
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

（
Ｃ
Ｄ-

Ｉ
型
）
購
入
事
業
の
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
契
約
方
法　
指
名
競
争
入
札

●
契
約
金
額　
５
２
５
１
万
４
千
円

●
契
約
の
相
手　
株
式
会
社
Ｋ
Ｓ
Ｂ

●
納
入
期
限　
令
和
９
年
３
月
26
日

●
配 

置 

先　
別
府
原
分
団

　
東
串
良
中
学
校
校
舎
改
修
工
事

は
、
３
工
区
に
分
け
て
行
わ
れ
ま

す
。
契
約
方
法
は
い
ず
れ
も
指
名

競
争
入
札
で
す
。
そ
の
他
契
約
内

容
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

中
学
校
校
舎
改
修
の

契
約
決
ま
る

契約金額 契約相手

第１工区 6,798万円 有限会社
隆栄建設

第２工区 8,360万円 外西建業
株式会社

第３工区 8,129万円 株式会社
吉留組

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

町
内
の
高
齢
者
施
設
、
障
が
い

者
施
設
、
保
育
園
な
ど
を
支
援

す
る
た
め
、
町
内
産
米
を
現
物

で
給
付
し
ま
す
。

　
樹
木
医
に
よ
る
診
断
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
枯
れ
た
松

を
伐
採
し
ま
す
。

福
祉
施
設
等
へ

町
内
産
米
を

給
付

松
林
の
保
全
と

安
全
確
保

617万円

500万円

　

６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
瀨
戸
山
議
員
の
発
言
に
一
部

不
穏
当
な
発
言
が
あ
り
、
議
長
が
不
穏
当
部
分
の
発
言
取

り
消
し
を
促
し
ま
し
た
が
、
瀨
戸
山
議
員
が
応
じ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
議
長
が
地
方
自
治
法
第
１
２
９
条
に
基
づ

き
瀨
戸
山
議
員
の
一
部
不
穏
当
な
発
言
を
職
権
で
取
り
消

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
長
は
瀨
戸
山
議
員
に
対
し
て
議
会
の
秩
序
を

乱
す
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
た
。
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（備考：○…賛成　×…反対　ー…表決権なし）

件　　名

賛否の意思表示

議決結果上
　
池

小
　
川

児
　
玉

瀨
戸
山

牧
　
原

西
　
園

前
　
田

上
　
園

宮
　
地

田
之
畑

６
月
議
会

専決処分

東串良町税条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

東串良町国民健康保険税条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

令和７年度東串良町一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認
令和７年度東串良町国民健康保険特別会計補正
予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

令和７年度東串良町介護保険事業（保険事業勘
定）特別会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

契　　約 水槽付消防ポンプ自動車購入契約（関連記事
P.5） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

人　　事

農業委員会委員の任命（谷口憲三氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

農業委員会委員の任命（鶴丸千尋氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

農業委員会委員の任命（松留立美氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

農業委員会委員の任命（木佐貫一孝氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

農業委員会委員の任命（大村教男氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

農業委員会委員の任命（内村初子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

農業委員会委員の任命（稲村照隆氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

農業委員会委員の任命（吉ケ﨑弘一氏） ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ - 同　　意

条　　例

東串良町印鑑条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

東串良町円山公園管理センター条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  休館日を毎週火曜日及び水曜日に変更しました。

東串良町水道事業給水条例【一部改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決
 解説  災害時などの非常時に、管理者が必要と認める場合は他の水道事業者が指定する工事業者も
給水措置工事を施行できるようにし、水道施設の早期復旧を図るため、条例の一部を改正しました。

令和 8年度
補正予算

一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

意 見 書

義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書（関
連記事P. ５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書
（関連記事P. ５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

臨
時
会

契　　約

東串良中学校改修工事（１工区）の建設工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

東串良中学校改修工事（２工区）の建設工事請負契約 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × - 可　　決

東串良中学校改修工事（３工区）の建設工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決
令和８年度
補正予算 東串良町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案等に対する
議員の賛否状況

採決とは、議長が議案等について出席議員に賛否の意思表示を求め、それ
を集計することを言います。

表決とは、議員が議長の採決に応じて、賛成・反対の意思表示をし、議会
の意思決定に参加することを言います。表決には、起立によるもの、投票
によるもの、異議の有無の確認のみを諮る簡易採決の方法があります。

※�過半数で議決すべき場合には、議長には表決権がありません。

６月議会・臨時会
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町
政
を
問
う

一 般 質 問
一般質問とは…
　各議員が住民の代表として、町の行財政全般に�
わたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
町当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけ
ではなく、現行政策の見直しや新規政策を提言する
議員の重要な活動です。
　本町議会の質問時間は、質問と町長等の答弁を�
あわせて１人 60分以内となっています。

牧原　完治（11ページ）
⃝�高校生バス通学定期券補助を
⃝�町営合葬墓の整備は
⃝�防犯カメラ設置の検討を

小川　香織（10ページ）
⃝�交通弱者問題は
⃝�災害対応のまちづくりは
⃝�複合施設について

上園　ミキ（９ページ）
⃝�物価高騰対応の施策は
⃝�福祉施設への支援は
⃝�子どもの感性を育む教育は

瀨戸山　譲一（８ページ）
⃝�複合施設の妥当性を問う

児玉　勇治（13ページ）
⃝�土曜授業の取り組みは
⃝�部活動の送迎は

宮地　利雄（12ページ）
⃝�非核・平和宣言のモニュメン
ト設置を
⃝�平和の語り部についてどう考
えるか

※�掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、東串良町議会広報広聴常任委員
会が編集したものです。

7 東くしら町議会だより



瀨
せ
戸
と
山
やま
  譲
じょう
一
いち
 議員

Ｑ．
Ａ．総合センター等の現状

を踏まえ妥当である

複合施設の妥当性を問う

　
　
　
　

全
国
的
流
れ
で
大

型
施
設
建
設
、
駅
前
開
発
な

ど
の
中
止
、
見
直
し
が
相
次

い
で
い
る
。
そ
の
こ
と
が
数

多
く
報
道
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
を
ど
う
受
け
止
め
、
な
ぜ

そ
う
な
の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

そ
の
よ
う
な
事
例

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
例
の

多
く
は
本
町
の
事
業
規
模
や

事
業
内
容
と
は
異
な
る
。

　
　
　
　

議
員
の
中
か
ら
東

串
良
町
の
身
の
丈
に
あ
っ
た

も
の
を
と
か
、
も
う
少
し
コ

ン
パ
ク
ト
な
も
の
を
と
言
わ

れ
て
も
前
企
画
課
長
は
「
変

え
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
一
言
で
片
づ
け
る
。

か
た
く
な
に
そ
れ
を
拒
む
。

そ
れ
を
考
慮
し
ま
す
と
か
、

考
え
て
み
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
と
か
一
言
も
な
い
。
も
う

決
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
お

か
し
い
。
ま
た
、
こ
の
複
合

施
設
の
こ
と
を
生
成
Ａ
Ｉ
に

問
う
と
、
人
口
減
少
に
伴
い

将
来
財
政
が
足
り
な
く
な
る

だ
ろ
う
と
答
え
が
で
て
く
る
。

ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　

議
員
が
言
っ
て
い

る
こ
と
は
分
か
ら
な
い
こ
と

で
も
な
い
。
た
だ
台
風
と
か

来
た
時
、
今
の
総
合
セ
ン

タ
ー
は
も
の
す
ご
い
雨
で
大

変
だ
っ
た
。
町
の
行
事
が
あ

る
と
き
に
や
る
と
こ
ろ
が
な

く
な
る
と
危
惧
さ
れ
た
か
ら

造
る
。

　
　
　
　

最
初
か
ら
言
っ
て

い
る
。
規
模
が
大
き
す
ぎ
る

と
。
だ
か
ら
財
源
が
足
り
な

く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

責
任
を
と
る
の
か
。

　
　
　
　

町
の
ト
ッ
プ
だ
か

ら
そ
れ
は
そ
う
だ
が
、
議
会

の
皆
さ
ん
に
も
責
任
は
あ
る
。

私
は
提
案
す
る
だ
け
で
、
私

だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。
議

会
に
も
責
任
が
あ
る
。

瀨
戸
山

町 

長
町 

長
瀨
戸
山

町 

長
町 

長
瀨
戸
山

町 
長
町 
長

YouTubeYouTube

議会のユーチューブ配信始めました！

◀�ホームページ�
二次元コード

●�閲覧できる期間は、およそ１年です。

●閲覧方法について、２パターンお知らせします。東串良町議会チャンネル名

その①
右の二次元コードから
東串良町ホームページの
「一般質問の録画配信」の
ページへアクセスする

▼

質問議員の「外部リンク」を
クリックする。

その②

「YouTubeで開く」を
タップする。

二次元コードにかざす

スマートフォンのカメラを起動

本誌８～ 13ページ掲載の
各議員の二次元コードから

アクセスする

▼

▼

▼
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物
価
高
騰
に
対
す
る

施
策
は
。

　
　
　
　

令
和
７
年
度
、
国
の

物
価
高
騰
対
策
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
生

活
支
援
及
び
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
的
と
し
、
町
民
１
人
当
た

り
２
万
円
を
支
給
す
る
「
令
和
７

年
度
東
串
良
町
食
料
品
等
高
騰

対
策
商
品
券
」
を
令
和
８
年
１
月

に
配
布
し
た
。
商
品
券
は
、
約

99
％
に
あ
た
る
６
，
２
６
３
名
の

町
民
が
利
用
し
た
。

　
令
和
８
年
度
に
お
い
て
も
、
中

東
情
勢
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
依
然

と
し
て
物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度
の
国
の

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
執
行
残
及

び
鹿
児
島
県
生
活
者
事
業
者
応

援
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
、「
東
串
良
町

生
活
者
事
業
者
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
」
を
実
施
す
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

50
％
で
、
５
，
０
０
０
円
の
購
入

に
つ
き
７
，
５
０
０
円
分
の
商
品

券
、
ま
た
は
、
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
利
用
で
き
る
。

�

福
祉
施
設
へ
の
支
援
は

�

農
産
物
活
用
も
含

め
検
討

　
　
　
　

町
内
の
福
祉
施
設
７

事
業
所
か
ら
、
物
価
高
騰
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
費
や
食
材
費
の
負
担

軽
減
に
向
け
た
支
援
を
求
め
る
陳

情
書
が
提
出
さ
れ
た
。
福
祉
施
設

の
厳
し
い
経
営
状
況
が
う
か
が
え

る
が
、
高
齢
化
が
進
む
本
町
に
お

い
て
、
金
銭
給
付
で
は
な
く
食
材

費
な
ど
へ
の
支
援
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　
　

令
和
７
年
度
は
、
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、
町
内
全
住
民
を
対
象

と
し
た
商
品
券
配
布
事
業
を
実
施

し
た
が
、
同
年
度
の
交
付
金
活
用

事
業
は
既
に
確
定
し
て
い
る
。

　

今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
度
の
交
付
金
制
度
の
内

容
や
配
分
額
を
踏
ま
え
、
事
業

所
の
実
情
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討

上 

園
町 

長
町 

長

上 

園
町 
長
町 
長

Ｑ．
Ａ．プレミアム商品券

事業を実施する

物価高騰対応の施策は

上
うえ
園
ぞの
　ミ

み
キ
き
 議員

YouTubeYouTube

す
る
。
そ
の
際
、
本
町
の
特
産
品

で
あ
る
農
産
物
を
生
か
し
た
支
援

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

例
え
ば
、
町
内
産
米
な
ど
を
活
用

し
た
食
材
費
の
負
担
軽
減
は
、
福

祉
施
設
へ
の
経
営
支
援
だ
け
で
な

く
、
地
域
農
業
の
振
興
や
地
域
内

経
済
循
環
の
促
進
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
今
後
は
、
現
金
給
付
や
現
物
給

付
を
含
め
、
本
町
に
と
っ
て
効
果

的
な
支
援
策
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　

社
会
福
祉
施
設
の
入

所
者
も
本
町
の
大
切
な
住
民
で
あ

る
。
入
所
料
は
基
準
に
基
づ
い
て

定
め
ら
れ
て
お
り
、
施
設
が
自
由

に
値
上
げ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
り
施
設
の
経
営
は
一
層
厳

し
く
な
る
と
感
じ
た
。

　
弱
い
立
場
に
あ
る
人
を
守
る
と

い
う
姿
勢
を
大
切
に
し
、
町
に
は

で
き
る
限
り
の
支
援
に
努
め
て
ほ

し
い
。

上 

園

�

子
ど
も
の
感
性
を

育
む
教
育
は

�

学
校
教
育
の
充
実

を
図
る

　
　
　
　

子
ど
も
の
感
性
を
育

む
た
め
、
学
校
教
育
で
は
ど
の
よ

う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

感
性
は
育
て
る
も
の

で
は
な
く
育
つ
も
の
で
あ
る
。
自

然
や
芸
術
に
触
れ
る
体
験
、
日
常

の
気
づ
き
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
正
解
を
求
め
ず
、
否
定
や
比

較
を
し
な
い
環
境
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
社
会

教
育
、
学
校
教
育
、
家
庭
教
育
の

充
実
を
図
り
、
感
性
豊
か
な
児
童

生
徒
の
育
成
に
努
め
る
。

　
　
　
　

複
合
施
設
建
設
時
に

は
、
ロ
ビ
ー
等
に
作
品
の
展
示
を

し
、
読
ん
だ
人
に
感
想
を
聞
い
て

ほ
し
い
。

　
　
　
　
展
示
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
し

た
い
。

上 

園
教
育
長

上 

園
町 

長
町 

長
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交
通
弱
者
問
題

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

令
和
８
年
10
月

よ
り
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
実
証
運
行
を
予
定
。

　
　
　
　

令
和
６
年
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
、
日
常
生
活

に
お
い
て
一
人
で
外
出
で
き

る
方
が
便
乗
、
我
慢
し
て
い

る
な
ど
の
声
を
回
収
、
町
は

確
認
し
て
い
た
。
本
来
、
こ

う
い
っ
た
調
査
を
し
、
そ
の

事
業
が
開
始
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
困
っ
て
い
る
人
を
ど

う
し
て
い
く
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

実
際
、
困
っ
た
、

困
っ
た
と
い
う
意
見
や
電
話

等
が
役
場
に
な
い
も
の
で
、

即
座
に
回
答
は
で
き
な
い
が
、

そ
う
い
う
事
を
勘
案
し
な

が
ら
、
今
後
進
め
た
い
。

�

災
害
対
応
の
ま
ち

づ
く
り
は

�

現
状
で
十
分

　
　
　
　

災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
、
今
の
事
業
内
容

で
本
当
に
実
現
可
能
か
。

　
　
　
　

今
の
対
策
で
十

分
だ
と
思
う
。

　
　
　
　

非
常
に
残
念
。

十
分
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
て

い
い
は
ず
は
な
い
。
災
害
は
、

い
つ
あ
る
か
分
か
ら
ず
、
そ

こ
に
誰
が
い
る
か
分
か
ら
な

い
。
ど
う
い
っ
た
場
面
で
強

い
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
か
ど

う
か
を
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
。
自
治
体
で
防
災

士
の
育
成
、
自
助
、
共
助
が

で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。
改
善
す
る
べ
き
も
の
に

関
し
て
は
検
討
し
、
安
心
し

て
避
難
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
目
指

す
必
要
が
あ
る
。

小 

川
町 

長
小 

川
町 

長

小 

川
町 

長
小 

川

小
お
川
がわ
　香

か
織
おり
 議員

Ｑ．
Ａ．デマンド型乗合タクシー

の実証運行を予定

交通弱者問題は
YouTubeYouTube

�

複
合
施
設
に
つ
い
て

�

本
年
度
は
実
施
設
計
を

行
う

　
　
　
　

複
合
施
設
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

令
和
８
年
度
に
、

実
施
設
計
業
務
を
実
施
し
、

令
和
９
年
度
の
建
設
工
事

着
工
に
向
け
準
備
を
進
め

る
。
国
・
県
と
の
相
談
を
行

い
、
必
要
な
財
源
確
保
に
尽

力
す
る
。

　
　
　
　

建
設
費
、
ど
の

よ
う
に
抑
制
し
て
い
く
か
。

　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

と
席
数
、
面
積
も
変
わ
ら
な

い
。
た
だ
、
若
干
広
く
な
っ

た
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
。
将

来
ど
う
し
て
も
つ
く
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
今
、
41
億
円
。
そ
れ
が
４

年
後
、
５
年
後
に
な
る
と
き

は
、
３
倍
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。

　
　
　
　

３
倍
に
跳
ね
上

が
っ
た
場
合
、
ど
う
財
源
を

小 

川
町 

長
小 

川
町 

長
小 
川

捻
出
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　

将
来
の
考
え
で

少
し
話
し
て
口
が
滑
っ
た
の

を
議
員
が
そ
う
い
う
の
を
あ

え
て
取
っ
て
、
そ
う
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
現
状
の
機

械
が
一
番
安
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
考
え
で
こ
う
言
っ

た
。
将
来
こ
れ
を
先
延
ば
し

で
や
っ
た
と
き
は
、
ど
う
し

て
も
総
合
セ
ン
タ
ー
が
朽
ち

た
後
ど
う
す
る
か
と
な
っ
た

と
き
に
、
ま
た
大
変
な
状
況

が
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
想
定

の
下
で
話
し
た
。
あ
な
た
が

今
言
う
３
倍
に
な
っ
た
と
き

事
業
費
は
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
の
は
そ
の
と
き
に
ま
た

協
議
す
る
。

　
　
　
　

つ
い
口
を
滑
ら

せ
て
し
ま
っ
て
３
倍
と
言
っ

た
こ
と
に
対
し
て
言
う
の
も

ど
う
か
と
思
う
が
、
３
倍
と

い
う
の
は
１
２
０
億
円
。
つ

い
口
を
滑
ら
せ
た
。
す
ご
く

責
任
が
軽
い
。
複
合
施
設
に

関
し
て
す
ご
く
不
安
。

町 

長
小 

川
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子
育
て
世
代
へ
の
経

済
的
支
援
及
び
教
育
機
会
の
確

保
を
図
る
観
点
か
ら
、
高
校
生
を

対
象
と
し
た
通
学
バ
ス
定
期
券
購

入
費
へ
の
補
助
に
つ
い
て
検
討
で

き
な
い
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

学
校
指
定
バ
ス
や
民

間
バ
ス
を
利
用
す
る
学
生
、
原
動

機
付
自
転
車
で
通
学
す
る
学
生
、

学
校
寮
や
民
間
民
宿
を
活
用
す

る
学
生
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

手
段
で
通
学
を
し
て
い
る
現
状
に

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
概
に

通
学
バ
ス
定
期
券
を
補
助
す
る
こ

と
は
、
高
校
生
を
育
て
る
家
庭
の

均
衡
を
図
る
意
味
で
困
難
で
あ

る
。

　
　
　
　

大
崎
町
は
、
公
立
高

校
通
学
生
徒
に
つ
い
て
半
額
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
南
大
隅

町
は
佐
多
か
ら
根
占
の
バ
ス
停
ま

で
無
料
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き

る
と
聞
い
た
。

　
そ
こ
で
こ
の
予
算
を
２
学
期
以

降
に
組
め
な
い
か
。

　
　
　
　

検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

�

町
営
合
葬
墓
の
整
備
は

�

経
費
等
考
慮
し
検
討
す
る

　
　
　
　

本
町
に
お
け
る
荒
廃

墓
地
及
び
無
縁
墓
地
の
現
状
と
課

題
認
識
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
ま
た
、

住
民
の
新
た
な
墓
地
需
要
へ
の
対

応
策
と
し
て
町
営
合
葬
墓
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
で
き
な
い
か
尋
ね

る
。

　
　
　
　

本
町
で
は
、
現
在
、

池
之
原
共
同
墓
地
内
に
設
置
し
て

い
る
無
縁
故
者
供
養
塔
に
お
い
て
、

身
寄
り
の
な
い
方
や
引
き
取
り
手

の
な
い
遺
骨
の
埋
葬
に
対
応
し
て

い
る
。

　
一
方
で
、
近
年
は
、
墓
地
の
継

承
者
不
足
や
維
持
管
理
の
負
担
、

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
を
背
景
と

し
て
、
合
葬
墓
や
納
骨
堂
な
ど
新

た
な
埋
葬
形
態
に
対
す
る
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　
町
営
合
葬
墓
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
利
用
見
込

み
、
整
備
及
び
維
持
管
理
に
要
す

る
経
費
、
近
隣
市
町
の
整
備
状
況

を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

牧 

原
町 

長
牧 

原
町 

長

牧 

原
町 

長

Ｑ．
Ａ．均衡を図れるよう

検討する

高校生バス通学
定期券補助を

YouTubeYouTube

牧
まき
原
はら
　完
かん
治
じ
 議員

�

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の

検
討
を

�

必
要
性
が
高
ま
れ
ば

設
置
を
検
討
す
る

　
　
　
　

児
童
の
安
全
確
保
及

び
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら
、
池
之

原
小
学
校
正
門
等
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
つ
い
て
検
討
で
き
な
い

か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
こ
と
は
義
務
化
さ
れ

て
い
な
い
が
、
不
審
者
の
行
動
記

録
や
器
物
破
損
等
へ
の
抑
止
力
が

高
ま
る
。

　
一
方
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の

配
慮
や
運
用
の
難
し
さ
も
存
在
す

る
。
ま
た
、
設
置
に
は
設
置
費
や

維
持
管
理
費
が
必
要
だ
。

　
こ
の
た
め
、
現
段
階
で
は
不
審

者
対
応
訓
練
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
事
業
や
保
護
者
の
安
全

見
守
り
活
動
等
に
よ
り
、
犯
罪
防

止
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
後
、
設
置
の
必
要
性
が
高
い

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
具
体
的
に

検
討
す
る
。

牧 

原
町 

長

　９月議会は、４日の開会を予定しています。
　１階ロビーのテレビでも議会中継をご覧になれます。
　町政を知る良い機会ですので、役場へお越しの際は、
ご覧ください。
※�本会議については、防災無線でお知らせします。

９９月議会のお知らせ月議会のお知らせ
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Ｑ．
Ａ．今後、啓発方法を

研究する

非核・平和宣言の
モニュメント設置を

　
　
　
　

私
が
議
員
に

な
っ
た
こ
ろ
、
全
国
的
に

非
核
・
平
和
宣
言
を
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
が
行
い
、

適
当
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

自
治
体
が
役
所
に
設
置
す

る
と
い
う
運
動
が
大
き
く

広
が
っ
た
。

　

本
年
度
開
催
し
た
み
ん

な
で
語
ろ
会
に
出
席
さ
れ

た
遺
族
会
の
代
表
の
方
と

平
和
の
語
り
部
の
問
題
で

議
論
を
し
た
。
ま
ず
は
、

こ
の
非
核
・
平
和
宣
言
の

意
思
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
本
町
も
設
置
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
弾
薬
庫
も

配
備
す
る
と
い
う
動
き
が

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
自

治
体
と
し
て
も
反
核
平
和

の
意
志
を
周
囲
に
示
す
と

い
う
意
味
で
も
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

　

串
良
町
支
所
の
入
り
口

に
大
き
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
立
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

本
町
に
お
い
て

も
、
恒
久
平
和
の
実
現
は
、

町
民
共
通
の
願
い
で
あ
り
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
平
和
な
社
会
を
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
は
、
行

政
の
重
要
な
責
務
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

ご
提
案
の
非
核
・
平
和

へ
の
意
志
を
町
民
に
示
す

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

懸
垂
幕
や
看
板
、
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用

し
た
啓
発
な
ど
町
民
が
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
契
機

と
な
る
よ
う
な
方
法
に
つ

い
て
、
他
自
治
体
も
参
考

に
研
究
し
て
い
く
。

　
　

�

平
和
の
語
り
部
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か

　
　

�

現
実
を
学
ぶ
貴
重
な

機
会
で
あ
り
、
大
き

な
意
義
が
あ
る

　
　
　
　

平
和
の
語
り
部

の
活
動
に
つ
い
て
。
戦
争

を
当
時
ど
の
よ
う
に
感
じ

宮 

地

町 

長
宮 

地

て
い
た
か
と
い
う
話
を
子

ど
も
た
ち
に
授
業
の
一
環

と
し
て
話
す
活
動
が
全
国

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。

ぜ
ひ
、
本
町
に
お
い
て
も

ど
う
か
。

　
　
　
　

慰
霊
祭
に
お
い

て
、
父
が
自
衛
隊
の
中
学

生
が
平
和
に
対
す
る
作
文

を
読
み
、
感
動
を
与
え
た
。

戦
争
を
体
験
さ
れ
た
方
々

の
高
齢
化
が
進
む
中
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊

さ
を
後
世
へ
継
承
し
て
い

く
こ
と
は
、
大
変
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
特
に
、
実
際
の
体

験
談
に
触
れ
る
こ
と
は
、

映
像
や
資
料
だ
け
で
は
伝

わ
り
に
く
く
、
現
実
を
学

ぶ
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、

平
和
教
育
の
推
進
に
も
大

き
な
意
義
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

町 

長

宮
みや
地
じ
　利
とし
雄
お
 議員

YouTubeYouTube

☆役場１階ロビー本棚　☆福祉センター
☆総合センター

是非ご覧ください！

定例会や臨時会の会議録は、
次の町内３箇所に設置しています。
また、町のホームページでも見ることができます。

会議録の設置

【東串良町HP】
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土
曜
授
業
に
つ
い

て
尋
ね
る
。
令
和
７
年
度
の

土
曜
授
業
は
何
日
だ
っ
た
か
。

ま
た
、
令
和
８
年
度
は
本
町

の
３
校
が
１
回
ず
つ
実
施
予

定
か
。

　
　
　
　

令
和
７
年
度
に

お
い
て
は
、
土
曜
授
業
を
５

回
実
施
し
た
。
ま
た
、
令
和

８
年
度
は
、
土
曜
授
業
を
一

回
ず
つ
実
施
す
る
。

　
　
　
　

戦
争
の
悲
惨
さ

を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
土
曜
授
業
に

戦
争
経
験
の
講
演
や
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
の
講
演
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

日
本
遺
族
会
で

は
、
戦
争
の
記
憶
の
風
化
を

防
ぎ
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え

る
た
め
、
戦
争
体
験
者
の
遺

族
が
今
を
生
き
る
子
ど
も

た
ち
に
戦
争
と
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。
本
年
度
、
柏
原
小

学
校
に
お
い
て
、
町
遺
族
会

に
よ
る
講
演
会
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　

年
１
回
の
土
曜
授

業
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

貴
重
な
時
間
だ
と
思
う
の

で
、
日
頃
経
験
で
き
な
い
こ

と
を
こ
の
授
業
で
学
ん
で
ほ

し
い
。部

活
動
の
送
迎
は

　
　

�

公
共
交
通
機
関
、
借

上
げ
バ
ス
利
用
に
よ
り

対
応

　
　
　
　

中
学
校
の
部
活

動
は
い
く
つ
あ
る
か
。

　
　
　
　

現
在
は
、
運
動
部

が
剣
道
、
空
手
道
、
サ
ッ

カ
ー
、
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球

の
七
つ
、
文
化
部
が
吹
奏
楽

部
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　

今
年
５
月
６
日
、

部
活
の
遠
征
送
迎
時
に
、
北

越
高
校
の
男
子
１
名
が
死
亡

し
た
事
故
が
あ
っ
た
が
、
本

児 

玉
教
育
長

児 

玉
教
育
長

児 

玉
児 

玉
教
育
長

児 

玉

Ｑ．
Ａ．本年度は１回

実施予定

土曜授業の取り組みは
YouTubeYouTube

児
こ
玉
だま
　勇
ゆう
治
じ
 議員

町
の
部
活
動
の
対
外
試
合

の
生
徒
の
送
迎
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
　

対
外
運
動
競
技

等
の
参
加
は
、
原
則
と
し
て

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
こ
と
、
部
活
動
顧
問
が
保

護
者
や
部
活
動
関
係
者
等

の
車
を
借
り
上
げ
て
運
転

し
、
生
徒
を
乗
せ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど

を
指
導
し
て
い
る
。

　

中
学
校
体
育
連
盟
主
催

大
会
や
中
学
校
音
楽
教
育

連
盟
主
催
大
会
に
参
加
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
バ
ス

を
借
り
上
げ
た
上
で
、
部

活
動
顧
問
が
同
乗
し
て
い

る
。
な
お
、
そ
の
他
の
練
習

試
合
等
に
参
加
す
る
場
合

に
は
、
保
護
者
の
送
迎
に
よ

り
参
加
し
て
い
る
。

　
　
　
　

文
部
科
学
省
か

ら
、
部
活
遠
征
や
対
外
部

活
へ
の
安
全
確
保
を
求
め
る

通
知
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

教
育
長

児 

玉

　
　
　
　

顧
問
の
教
師
等

任
せ
に
せ
ず
、
学
校
組
織
全

体
で
対
応
に
当
た
り
、
生
徒

引
率
に
お
け
る
安
全
対
策

及
び
適
切
な
生
徒
引
率
等

に
つ
い
て
指
導
し
た
い
と
思

う
。

　
　
　
　

未
来
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
安
全
、
そ
し
て
安

心
し
て
部
活
に
取
り
組
み
、

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
れ
る
環

境
づ
く
り
を
お
願
い
す
る
。

教
育
長

児 

玉

13 東くしら町議会だより



本誌掲載写真は写っている方に無料でお分けします。　お問い合わせ先／東串良町議会事務局　☎６３−３１３２ 14

　

梅
雨
も
明
け
、
暑
い
夏
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
熱
中
症
な
ど
体
調

に
気
を
つ
け
て
こ
の
夏
を
乗
り
越

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　

台
風
発
生
も
今
年
は
６
月
に
２

個
接
近
す
る
な
ど
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
災
害
の
な
い
こ
と
を

願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
の
ク
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー
の
二
次
元
コ
ー
ド
に
よ

る
回
答
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

議
会
だ
よ
り
１
６
９
号
で
は
、
11

名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
く
の
ク
イ
ズ
応
募
及

び
議
会
へ
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

上
池　
勝
彦

編
集
後
記

表紙の案内

～　収穫の時期を迎えて　～
　町内では、収穫を前に水稲の航空防
除が実施されました。水稲航空防除は、
病害虫の被害を防ぎ、品質の良い米作
りにつなげるための重要な取り組みで
す。
　町内では７月末から稲刈りが始まっ
ており、実りの季節を迎えています。

議会だよりクイズ　第36弾

【応募方法】
●�郵便はがきに、次の事項を書いて議会事務局ま

でお送りください。
　・クイズの答え
　・住所、氏名、年齢、電話番号
　・�議会だよりの感想や、町政に対するご意見、

議会へのご要望など
　　（ひとことでもいいです。）
●�１家族につき、１枚の応募とさせていただきます。
●�正解者の中から抽選により、５人の方に図書

カードをお送りします。
●�しめきりは、令和８年９月10日（木）です。（当

日消印有効）
●�あて先
　�〒893-1693　東串良町川西1543 

東串良町議会事務局
※�なお、正解者は、本人が特定されない範囲内で

掲載させていただきます。

議会だよりクイズ第35弾の答え
問題　�日本の主要な牛の品種は何種類でしょうか。
答え　③　４種類
応募総数11通、正解者９人、当選者５人に図書カードを
進呈しました。

（池之原・40代・女性）（川東・50代・女性）（川東・10代・男
性）（岩弘・60代・男性）（池之原・10代・男性）

ふるって

ご応募く
ださい！

正解者に
は

抽選で

図書カー
ド進呈！

これまでの天皇で、
女性天皇は

何人いたでしょう。

① ０人　　② ３人
③ ８人

二次元コードでも
回答できるようになりました！

についてお知らせ

こちらから

▲


